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２）製剤設計技術に関する先端研究を推進し、当社との共同研究を展開させるとともに  

薬都富山のさらなる活性化に貢献する。 

３）「製剤研究」を共通項として、様々なバックグランド（企業・大学・医療機関など）を

有する人々が交流できる研究拠点の構築を目指す。 

４）将来の富山県の医薬品業界を担う有能で魅力的な製剤研究者の育成を行う。 

 

「製剤設計学講座」は今後、薬都富山の核となるものと考えられ、富山県の産官学連携

のさらなる強化につながることが期待できます。 

以上 

 

 


